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1 

「確
か
な
学
力
」の
育
成 

○生徒の実態を踏まえた

教育課程および評価方法

の検討の継続。 

○国語、数学、英語におけ

る学校設定科目の開講を

継続させ、学び直しや進学

希望生徒へのニーズに対

応する。 

○教科代表者との連携に

より、開講している科目群

の検討を行う。 

 

○入門科目をC群に

加えて F 群でも開講

し、学び直しへのニ

ーズに対応した。 

○数は少ないが、Ⅱ

部③及びⅡ部生徒

に対しても力を入れ

ている。 

３ 

３．３ 

○来年度で全て新

課程へ移行する。教

務部及び教科代表

者との連携により、

微調整を行い生徒

及び学校のニーズ

に対応したものに

なってきている。 

○新科目対応の評

価規準及び評価基

準の見直しや新た

な科目のシラバス

等を作成した。 

3.4 

3.5 

・基礎学力の定着に焦点を当てた取り組みについて、知りたい。 

・基礎学力の向上の取り組みと共に、進学への対応にも期待しま

す。 

○授業力および単位修得

率の向上。 

○月別指導計画を作成

し、授業の振り返りを行う

ことで、個々の授業力向上

を図る。 

○教科代表者会を

通じて日々の授業改

善や専門性の向上に

努めることについて

継続してお願いして

いる。 

３ 

○コロナ感染症も５

類に移行し、通常ど

おりの日々の授業を

実施できている。 
3.4 

・通常授業を取り戻され、教員・生徒とも授業感覚がコロナ以前に

ように戻ることが期待されます。 

○アクティブラーニングの

視点を取り入れた研究授

業及び授業研修や、ＩＣＴ

を活用した研究授業及び

授業研修を実施すること

で単位修得率向上のため

の一助とする。 

○ 授 業 研 修 で は

ICTの利活用を中心

に意義のある研修を

実施し、すぐに授業

等で生かされた。 

○ペーパーレス化へ

一歩ずつ動き出せ

た。 

4 

○来年度で一人一

台端末が３学年揃

う。また、全教室への

プロジェクタ設置

などＩＣＴ化が進

み、授業環境が充実

した。グーグルクラ

スルーム等の ICT

を活用した授業研

修会を数多く実施

できた。 

3.8 

・教育現場では、Google Classroom が標準的になってきている

のでしょうか。我々も、導入を考えていきたいと思います。 

・時流ｎ乗った教育の推進がますます必要になって来ています。そ

うした中、一人一台端末が完備されるのは素晴らしいことです。今

後は、それを活用した教育内容の充実を更に期待したい。 

・ICT 教育の充実と活用に努めてください。 

○ライフプラン等、生き方

をふまえた、生徒の発達段

階に応じた、グループ毎の

取組の充実。 

○キャリアパスポートの有

効的な活用。 

 

○B・C・D グループ

の創意工夫によりキ

ャリア教育の取組が

充実した。 

○キャリアパスポート

の各ページの様式に

ついて改訂を行っ

た。来年度から本格

実施を進める。 

３ 

○本校の全体計画

に基づき、各グルー

プの独自性を生かし

た、キャリア教育の推

進に努めて行く。 

○紙ベースと個人端

末の有効活用による

キャリアパスポートの

効果的な活用につい

て改善を進める。 

3.2 

 

・より効果的なコンテンツになすよう、合理化を期待したいと思い

ます。 

2 

「豊
か
な
心
」の
育
成 

○生徒指導と教育相談が

一体となったチーム支援

（問題行動の未然防止へ

の常時指導や教育相談と

の情報の共有化や巡回指

導の強化） 

○礼法やマナー指導の充

実（集会や式典での指導

の充実） 

○学校行事・人権教育の

充実（生徒会や生徒専門

委員会との連携強化・いじ

めや暴力根絶に向けた指

導の充実） 

○生徒会やボランティア

活動の充実（生徒会や生

徒専門委員会との連携強

化） 

〇教育相談との情報

共有をすることがで

きた。巡回指導は夕

休みに継続して実施

してきた。 

〇集会や式典等対面

で実施されてきた

が、注意を受ける生

徒もほとんどいない。 

〇学校行事も対面で

実施され、文化祭も

生徒会を中心に自主

的な活動みられた。 

〇生徒会役員も 12

名立候補するなど、

意識の高い生徒も増

えてきた。 

３ ３．７ 

〇教育相談、全職員

との情報共有、巡回

指導は今後も継続が

必要である。 

〇文化祭を始め、学

校行事等様々な場面

で生徒会活動が見

られるようになってき

た。生徒たちの自主

的・継続的な活動と

なってきた。 

3.8 3.9 

・礼法やマナー指導について、特に大きな問題がなかった点は、よ

り評価できると思います。 

・生活面の指導も引き続きお願いします。 

・生徒達の将来を見据えた指導教育を継続希望します。生徒の自

主的な活動が今後さらに増えることを期待します。 

 



○学校生活アンケートや

日常の相談を通して、いじ

めや人間関係のトラブル、

深刻な悩み等をすくいあ

げ、対応策を検討する。 

○前期１回、後期１回

の学校生活アンケー

トや担任による面談

を通して早めに生徒

の状況を知ることが

できた。いじめはゼ

ロであった。 

４ 

○障害や特性、困難

さに応じた指導・支

援について理解を深

めることが大切であ

る。 
4.0 

・多様性を認め合い自身の個性を知ることなど、良い指導ができ

ているのではないでしょうか。 

・これからも相談しやすい環境づくりに努めて下さい。 

○読書週間を通して本に

興味を持ってもらい、ＰＯＰ

コンテストの充実を図る。            

  

○生徒たちは読みた

い本を準備し、集中

して読んでいた。 

ＰＯＰ作成の取り組み

も良く、ほとんどの生

徒が作品を提出し

た。目を見張る作品

が多かった。 

４ 

○次年度も、ほぼ全

員の生徒に作品を提

出してもらいたい。 

○読み聞かせを実

施し、さらに、本に親

しみを持つ生徒の育

成につなげたい。 

4.0 

・「学校だより」の本を紹介するコーナーも興味深く読ませていた

だいております。 

・さまざまな人から、本を紹介できる環境づくりが一層推進すると

良いと思います。 

・本を読むことは、短い時間でも集中して物事、内容に向き合う機

会です。本に親しみを持って向き合い心を豊な生徒を継続して育

ててください。 

 

3 

「健
や
か
な
体
」の
育
成 

○基本的な生活習慣の確

立（生徒専門委員会との

連携強化） 

○健康教育の充実（各種

研修会の充実） 

○保健安全教育の推進

（各種研修会の充実） 

○部活動の活性化（心・

技・体の強化・部活動規定

の見直し） 

〇生徒専門委員会で

「歩きスマホ」の改善

「校門での挨拶運

動」等、自発的に問

題点に取り組んだ。 

〇外部講師を招いて

各種研修会等実施し

た。 

〇県定通体育大会に

おいて、男子卓球、女

子バドミントンが全

国大会出場した。 

 

３ 

３．５ 

〇部活動に参加する

生徒の数、年間を通

して部活動を実施す

る生徒数が増えてき

ている。必要に応じて

部活動規定の見直し

をしていきたい。 
3.6 

3.6 

・今年度は、宮崎県で梅毒が急増しました。性教育（性感染症の

教育）も必要に応じて導入されると良いのではないでしょうか。 

・バドミントンの全国大会出場は大きく評価できると思います。 

・今後も文武両道で生徒の皆さんが活躍されることを願っていま

す。 

○生徒が危機管理意識

や、施設等の安全管理、保

健安全に関心を持ち、自ら

考える力を育成するため、

環境教育や防災教育、心

肺蘇生法実技講習、講演

会等を実施する。 

○コロナ感染症によ

る制限も緩和され、

防災訓練や各種講演

会を全て予定通り実

施することができた。

今後の課題としては、

防災訓練が訓練の

ための訓練にならな

い工夫が必要であ

る。 

４ 

○課題解決の改善

策として、防災訓練

に対して生徒が主体

的に携わっていける

体制づくりが必要で

ある。具体的には避

難の注意点を動画作

成する。また、避難の

誘導に生徒を参加さ

せてみる。これらの

案は早速来年度に

向けて取り組んでい

きたい。 

3.6 

・能登地方で大きな地震があったばかりですので、防災意識がよ

り高まっていることとお察しします。 

・専門家との連帯、大事な事です。更なる強化を。 

・各種防災訓練は、他人事の様に取り組み参加している場合があ

り（他校の場合ですが）、訓練は人（仲間）の命、自分の命を守る

ための訓練ですので、改善等に記載があるように、避難誘導等に

生徒を参加させることは良い経験になると思う。 

4 

学
校
創
生
『
チ
ー
ム
青
朋
』 

○各関係者・関係機関等

との適切な連携を図る。 

○生徒支援につい

て、スクールカウンセ

ラー、ハートサポータ

ー、市の相談支援セ

ンターなどと連携を

図り、情報を共有しな

がら方策を練ること

ができた。 

４ 

３．３ 

○様々な事情や特性

のある生徒が増えて

きているので、今後

も専門家と連携を図

りながら生徒に対応

していくことが重要

である。 

3.6 

3.4 

 

・生徒が孤独感を感じないような、サポート体制が重要だと感じま

した。 

○ＰＴＡ活動によって保護

者と学校との連携・協働を

図る。 

○総会、役員会、行

事等様々な場面で保

護者の協力を得るこ

とが出来た。 

３ 

○後期入学された生

徒の保護者にも役員

を引き受けてもらえ

るよう案内をしたい。 

3.4 

 

・特に問題と感じる点はありません。 

○行事での通信制との連

携を図り、全校的な協力体

制を確立する。 

 

○卒業式会場作成及

び片付けで、通信制

とお互いに協力し

合えた。 

３ 

○ 後 期 卒 業 式 が

別々の開催となっ

たが、式後の片付け

は合同で行うよう

に計画している。 

3.2 

・特に問題と感じる点はありません。 

・定時制・通信制のますますの連携を期待したい。 

(例)合同文化祭・合同体育大会など 

 

  


